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論    文    の    要    旨 
本学位論文は 5章から構成されている。 
「1章序論」 2011年 3月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震と地震に伴う津波によって、東京電
力（株）福島第一原子力発電所は原子炉を安全に停止させるために不可欠な冷却機能を維持不能にな













 調査方法は 1地点 5個の土壌を採取し、134,137Csと 110mAgを定量した。データの解析には本研究独自
のデータに文科省の調査結果を加え、2011 年 3 月 11 日に壊変補正を実施し比較した。沈着量が 10 




110mAg/137Cs放射能比 0.018グループは最初に北西地域において空間線量が上昇した 3月 12日の
1号機水素爆発時由来する汚染と断定した。110mAg/137Cs放射能比 0.0048グループは一般的に指摘さ
れていた北西方向の主たる汚染であり、2 号機に由来する汚染であると考えられる。110mAg/137Cs 放射能











子も複数見られた。また粒子に含まれるγ線核種は、ほとんどの粒子で 134Cs と 137Cs のみが検出された
粒子中の 134Cs/137Cs比は 2つのグループに集約され、それぞれが 1号機と 2号機由来のCs同位体比
に一致した。3 号機由来の粒子はどの試料からも見つからず、3 号機からの汚染があったと推定される箇
所の試料からは 2号機由来の放射性粒子が見つかった。また 1号機粒子は 12日に放出されており、事
故から比較的早い段階でこれらの粒子が生成することが判明した。エネルギー分散型Ｘ線分析（EDS）の
結果から、すべての放射性粒子に共通する元素は Si、O、および Caであり、特に Si と Oはすべての粒
子において全質量の 80%を占めていた。2号機粒子の特徴は、つくば市で見つかった粒子と元素組成と
比放射能ともによく一致し、Zn、Fe、Csが共通して検出された。一方、1号機粒子は 1粒子あたりの放射
能は強いものの、体積も大きく、比放射能は 2桁程度 2号機粒子よりも小さかった。そのため EDSで Cs
が検出できない粒子が大多数であり、それらの粒子の Cs はµビーム分光分析で検出することができた。2
号機由来の粒子では Si、O、Fe、Znそして Csが均一に分布しているが、1号機粒子では Si、O以外の
元素分布には濃淡があり、Fe が少ない例も見つかった。2 号機粒子について 135Cs の検出を SIMS で
行い、概算で得られた 135Cs/137Cs比は 0.055 となり、Nishihara et al.の理論計算 0.045 と類似してい














H2O-Zr 反応に伴い発生した熱が、高温の熱水蒸気となり放射性物質と共に PCV 内に放出し、保温材
に吸着したと考えられる。 
 1 号機と 2 号機の放射性粒子の比放射能の違いは、原子炉停止から放射性粒子の放出までの時間の
差により保温材に Cs 蒸気が接触していた時間で説明される。3 号機由来粒子が見つからなかった原因
は、3号機に由来する汚染がW/Wベントによる放出だと推定されることから、高濃度の汚染ガスはケイ酸
材料があるD/Wを通過することはないので、放射性粒子は生成しなかったものと考えられる。以上から福





































  平成２８年 ２月１２日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席の
もと、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資
格を有するものと認める。 
 
